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（注）1．�「新型コロナウイルス感染症に関連するビジネスパーソン調査（インターネット調査）」。調査時期：2020年４月17日～ 24日。調査対象：JMA
の各種サービスを利用しているビジネスパーソン（81,603件）※自由業、70歳以上は除く：回答数2,123件・回収率2.6％

	 2．�「テレワーク緊急実態調査」（インターネット調査）。2020年３月26～ 28日に従業員規模300人以上の企業に勤務する、終日・半日・一部業務
のみの少なくともいずれか１つの形態のテレワーク経験がある一般社員664人、管理職253人を対象に実施。

	 3．�朝日新聞「新型コロナ　脱・指示待ち型へ」（2020年５月22日付け朝刊）。

今年は、本来であれば2020年４
月から、大企業への同一労働

同一賃金の適用や中小企業への時間
外労働規制の拡大適用等、働き方改
革関連法が本格的に施行されていた
はずであった。しかし、想定しない
ような事態の下、かつてないスピー
ドで進んでいる働き方改革がある。
テレワークである。
　これまで日本におけるテレワーク
の導入率は高くなかった。たとえ
ば、総務省「平成29年通信利用動向
調査」によると、テレワークを「導入
している企業」は13.9％にとどま
り、導入予定も含めても18.2％と２
割に満たない状況であった。また、
導入済みの企業でも、利用者数が従
業員の５％未満という企業が過半数

（51.4％）を占めていた。こうした状
況が、今回のコロナで大きく変わり
つつある。日本能率協会が2020年
４月に実施した調査１では、コロナ
感染拡大以前から在宅勤務を行って
いるとの回答は22.3％であったのに
対して、今回感染拡大対策として在
宅勤務を初めて実施したとの回答は
44.6％と２倍となっている。また、
今回初めて在宅勤務をしたと回答し
た人の約８割は、コロナ収束後も在
宅勤務制度を続けることを希望する
と回答している。
　では、今後、在宅勤務等テレワー
クが日本の新しい働き方の主軸と
なっていくには何が課題となるだろ
うか。リクルートマネジメントソ
リューションズ組織行動研究所が

行った調査２から、その課題がみえ
てくる。テレワーク環境下で必要な
スキルと実際に自分ができているス
キルをみると、「集中力を保ち、自
己を律すること」「仕事の計画を自
分で立て、進捗を管理すること」と
いった自己管理（セルフマネジメン
ト）の力が強く求められると感じて
いる反面、自分ができていると感じ
ているのは必要と考える人の半数程
度にとどまっている。本調査による
と、テレワークにおけるワークの質
やライフの質を高めるには、業務遂
行において本人の工夫に任せる部分
があることや仕事の全体像や責任・
成果を明確にするといった「自律的
な職務設計」とともに、自律できる
ように仕事を任せながら情緒的・情
報的マネジメント（自律支援型マネ
ジメント）が必要だとしている。ま
た、日本電産会長兼CEOの永守重
信氏は朝日新聞のインタビュー記事
で、「日本人は職場で上司の顔色を
うかがいながら、指示待ちで仕事を
している」としたうえで、「テレワー
クなら上司の顔色をみて仕事をする
こともなくなるので、指示待ち型か
ら変わるかもしれない」「これから
は、積極的に自分で仕事を探し
（Proactive）、 専 門性を磨いて
（Professional）、生産性を高められ
る（Productive）の「３ｐ」で人材を
評価していきたい」と語っている３。
こうした指摘はこれからのHRMを
考えるうえでヒントとなるだろう。
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テレワーク環境下で必要度が高まるスキル（複数回答）
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文章でヒトに情報や要望を
分かりやすく伝えること

集中力を保ち、
自分を律すること

仕事の計画を自分で立て、
進捗を管理すること

上司や関係者への報告を
適切に行うこと

文章で、人への思いやりや
気遣いを伝えること

気分転換や休憩を
適切にとること

必要度が高まると思う 自分が出来ていると思う


